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研究計画概要書
	研究課題名
	学生の健康白書2021の作成

	研究組織
	研究代表者
（所属・職名・氏名）
	名古屋大学大学院医学系研究科　健康栄養医学

（総合保健体育科学センター）・教授・石黒　洋

	
	研究責任者(本学内)
（所属・職名・氏名）
	名古屋大学大学院医学系研究科　健康栄養医学

（総合保健体育科学センター）・教授・石黒　洋

	
	研究分担者

（所属・職名・氏名）
	名古屋大学大学院医学系研究科　健康栄養医学

（総合保健体育科学センター）・准教授・山本明子

	
	共同研究者

（所属・職名・氏名）
	滋賀大学保健管理センター・教授・山本祐二
千葉大学総合安全衛生管理機構・講師・潤間励子

大阪大学保健センター・教授・守山敏樹

新潟大学保健管理センター・教授・鈴木芳樹

弘前大学保健管理センター・教授・髙梨信吾

横浜国立大学保健管理センター・准教授・藤川哲也

旭川医科大学保健管理センター・教授・川村祐一郎

九州大学キャンパスライフ・健康支援センター・教授・丸山　徹
京都大学環境安全保健機構・助教・岡林里枝

鳥取大学保健管理センター・教授・三島香津子

	
	研究事務局

（機関の名称・住所・連絡先）
	名古屋大学総合保健体育科学センター

教授・石黒　洋、准教授・山本明子

〒464-8601名古屋市千種区不老町E5-2 (130)

TEL: 052-789-3962

FAX: 052-789-3957

e-mail: ishiguro@htc.nagoya-u.ac.jp

	研究の背景・意義
※これまでに分かっていること・分かっていないこと
※どのような成果が期待されるか
	国立大学保健管理施設協議会は、5年毎に全国の国立大学の学生の健康状態に関する実態調査を行い、「学生の健康白書」として公表してきた。この資料は、各大学において保健管理業務を適正に実施するための基礎資料となっているばかりでなく、文部科学省における政策立案にも活用されている。本白書は現時点における学生の健康の実態とその問題点を明らかにするだけでなく、時系列的に比較することにより、国立大学の学生に限られるものの20歳前後の男女の体格や健康状態の推移を把握することができる。

	研究の目的
※何を明らかにしたいか
	本研究の目的は、2021年度に全国の国立大学において実施される定期健康診断のデータを収集し、学生および大学院生の体格や健康状態の実態を整理・記述し、「学生の健康白書2021」を作成することである。

	研究対象者の主な選択基準
	2021年度の国立大学学部および大学院の在籍者

	研究方法（多施設共同研究の場合は、本学の役割・目標症例数も記載）
	本研究は、国立大学保健管理施設協議会の「学生の健康白書に関する委員会」が中心となって実施する。本学の石黒（研究責任者）が委員長をつとめ、本学総合保健体育科学センター健康栄養医学研究室が事務局となる。

1．2021年度の定期健康診断データが、各大学の保健管理施設から、研究事務局に送付される。

2．研究事務局が、データクリーニングの後、データを集計して基本データベースを作成し、素集計を行う。

3．「学生の健康白書に関する委員会」において、役割分担を決め、各項目について解析し執筆する。

4．全数調査なので検定等は行わない。

5．「学生の健康白書2021」として2023年度中に刊行する。
「学生の健康白書」は全数調査であり、できる限り多くの学生、大学院生の既存データを持ち寄ることに意義がある。直近の「学生の健康白書2015」で解析に用いられた学生数は、学部生が346,824人、大学院生が91,493人であった。

	医薬品・医療機器等の有効性又は安全性を明らかにする研究
	□該当する
■該当しない


	未承認又は適応外の医薬品・医療機器等の使用
	□該当する
　□未承認
　□適応外

　（適応外の場合、その概要：　　　　　　　　　　　　　）

■該当しない

	製薬企業等からの資金提供の有無
	□あり　
（提供元の企業等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■なし

	上記のうち研究目的で対象者に実施する事項
※参加した場合としなかった場合の違い
	■情報収集
□試料収集
□アンケート
□その他
　
　■侵襲を伴わない

	軽微な侵襲を超える侵襲を伴う研究かどうか
	□伴う

（侵襲の内容：　　　　　　　　　）

■伴わない

	研究期間

※論文作成終了までの期間を含めること
	実施承認日〜2024年3月31日

	インフォームド・コンセントの方法（説明を行う者等）
	□行う（方法：　　　　　　　　　　　　　　）
■行わない
（その理由：国立大学法人において定期健康診断の目的で収集された既存のデータを集計するのみであり、人から採取された試料等を用いない。）

	個人情報の管理体制（個人情報管理者、連結表の管理体制、匿名化の方法等）
	個人情報管理者：置かない
匿名化の方法：連結可能匿名化
連結表の管理責任者・保管場所：各大学の保健管理施設
研究事務局（名古屋大学総合保健体育科学センター健康栄養医学研究室）は、個人情報を扱わない。基本データベースが作成された段階で、連結不可能とする。

	研究で収集した試料・情報・同意書の保管場所、研究終了後の試料の取扱い
	1．各大学の保健管理施設から送付された健康診断データ（電子ファイル）は、研究事務局が暗号付きファイルとして保管する。各大学のデータは、基本データベースが作成された段階で、廃棄する。

2．「学生の健康白書2021」基本データベースは、研究終了後も、電子媒体として暗号付きファイルで保管される。

	効果安全性評価委員会

（委員の職名・氏名・審査間隔）
	

	被験者に重篤な有害事象が生じた場合の対処方法
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